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倉
岡
愛
穗
墓
前
祭 

[

追
悼
の
言
葉
」 

 

倉
岡
愛
穗
さ
ん
の
墓
前
に
謹

ん
で
追
悼
と
連
帯
の
挨
拶
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

倉
岡
愛
穂
さ
ん
、
神
戸
で
治
安

維
持
法
に
よ
り
不
当
に
逮
捕
さ

れ
、
過
酷
な
拷
問
に
よ
る
取
り

調
べ
の
中
で
１
９
３
７
年
４
月

９
日
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

警
察
は
、
拷
問
死
を
隠
蔽
す

る
た
め
死
去
後
１
０
時
間
も
過

ぎ
て
か
ら
「
葬
式
を
出
さ
な
い

と
い
う
条
件
で
死
体
を
引
き
取

れ
」
と
命
じ
た
の
で
す
。 

 

命
を
奪
わ
れ
て
３
０
年
後
に
故

郷
に
墓
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

倉
岡
愛
穂
さ
ん
、
あ
な
た
が

志
し
た
子
供
た
ち
の
健
や
か
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
願
い
、

そ
の
道
は
多
く
の
人
が
引
き
継

ぎ
今
も
連
綿
と
闘
い
の
炎
は
引

き
継
が
れ
、
燎
原
の
火
の
よ
う

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
治
安
維
持
法
犠
牲
者

国
家
賠
償
要
求
同
盟
京
都
府
本

部
は
、
治
安
維
持
法
の
過
酷
な

弾
圧
、
命
を
奪
わ
れ
た
人
々
、
違

法
無
法
な
特
高
警
察
に
よ
る
人

権
蹂
躙
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
生

を
奪
わ
れ
た
人
々
の
闘
い
と
そ

の
足
跡
を
顕
彰
す
る
た
め
、
治

安
維
持
法
１
０
０
年
の
今
年
に

犠
牲
者
名
簿
の
発
刊
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

１
０
０
年
前
の
１
９
２
５
年

３
月
１
９
日
は
「
希
代
の
悪
法
」

と
い
わ
れ
る
弾
圧
立
法
・
治
安

維
持
法
が
天
皇
制
政
府
に
よ
っ

て
帝
国
議
会
で
成
立
さ
せ
ら
れ

た
日
で
す
。 

敗
戦
後
、
連
合
国
軍
総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
示
で
廃
止
さ

れ
、
今
年
で
８
０
年
に
な
り
ま

す
。 

 

治
安
維
持
法
は
、
天
皇
が
絶

対
的
な
権
力
を
も
つ
政
治
体
制
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第 17 回 倉岡愛穗墓前祭 
2025年 4 月 9日（水）13時 30分～ 
丹後町鞍内（倉岡愛穗の墓前） 

児童の自主・自発の性質を自由に伸ばしていく個性尊重の教育 

倉岡さんの遺志を継ぎ、力を合わせ、 

平和・暮らし・人権・民主主義を守ろう！ 

倉岡愛穗の墓前にて 哀悼と連帯の挨拶 原田 完府本部会長 
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＝
「
国
体
」
変
革
を
か
か
げ
る
組

織
と
運
動
を
極
悪
犯
罪
と
し
ま

し
た
。
天
皇
絶
対
の
政
治
や
侵

略
戦
争
に
反
対
す
る
日
本
共
産

党
を
最
大
の
弾
圧
対
象
と
し
ま

し
た
。 

国
民
を
監
視
、
自
由
と
民
主

主
義
を
圧
殺
し
、
戦
争
に
反
対

す
る
声
を
押
し
つ
ぶ
し
ま
し
た
。

中
国
侵
略
戦
争
を
開
始
し
た
１

９
３
１
年
に
検
挙
者
数
が
倍
加

し
て
１
万
人
を
超
え
、
１
９
４

１
年
の
米
国
へ
の
真
珠
湾
攻
撃

の
翌
日
に
一
斉
検
挙
が
お
こ
な

わ
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
戦
争
遂
行
と
一
体
の
弾
圧

法
で
し
た
。 

 

拘
引
・
拘
束
は
数
十
万
人
、
検

挙
者
は
６
万
８
２
７
４
人
、
拷

問
に
よ
る
虐
殺
９
３
人
、
獄
死

１
２
８
人
を
は
じ
め
弾
圧
が
原

因
で
命
を
落
と
し
た
人
は
５
０

０
余
人
を
か
ぞ
え
（
治
安
維
持

法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

調
べ
）、
日
常
的
な
監
視
、
予
防

拘
束
・
拘
禁
な
ど
人
権
を
蹂
躙

（
じ
ゅ
う
り
ん
）
し
た
狂
暴
な

弾
圧
が
荒
れ
狂
い
ま
し
た
。 

植
民
地
と
し
て
い
た
朝
鮮
や
台

湾
、「
満
州
国
」
に
も
治
安
維
持

法
が
発
動
さ
れ
、
死
刑
執
行
な

ど
多
く
の
弾
圧
犠
牲
者
を
出
し

ま
し
た
。 

 
戦
後
、
多
く
の
特
高
官
僚
が

自
民
党
国
会
議
員
に
な
り
、
文

部
大
臣
や
法
務
大
臣
に
も
就
い

て
き
ま
し
た
。
政
府
は
、
治
安
維

持
法
は
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
は

適
法
に
制
定
さ
れ
、
刑
の
執
行

も
適
法
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の

だ
と
開
き
直
り
、
弾
圧
被
害
者

へ
の
謝
罪
も
賠
償
も
拒
否
し
て

い
ま
す
。 

戦
前
の
暗
黒
政
治
の
潮
流
を

断
ち
切
る
こ
と
は
、
戦
後
８
０

年
の
日
本
の
大
き
な
課
題
の
ひ

と
つ
で
す
。 

 

実
際
、「
戦
争
す
る
国
」
へ
の

道
が
進
め
ら
れ
る
現
在
、
盗
聴

法
、
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪
、
基

地
周
辺
土
地
規
制
法
な
ど
、
国

民
の
目
・
耳
・
口
を
ふ
さ
ぐ
弾
圧

立
法
が
強
行
さ
れ
、
学
術
会
議

の
独
立
・
自
律
を
奪
う
法
案
が

次
々
と
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
を
許
さ

な
い
国
民
の
た
た
か
い
が
続
い

て
い
ま
す
。 

 

今
日
の
日
本
は
戦
前
と
は
根

本
的
に
違
い
ま
す
。
主
権
在
民
、

平
和
を
か
か
げ
た
憲
法
と
、
そ

れ
を
支
え
る
国
民
的
基
盤
が
あ

り
ま
す
。
国
会
、
地
方
議
会
は
も

ち
ろ
ん
、
各
地
の
地
域
、
職
場
で

日
常
的
に
運
動
が
広
が
り
、
構

造
的
な
変
化
が
起
き
、
紆
余
（
う

よ
）
曲
折
は
あ
り
な
が
ら
も
、
被

団
協
へ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
な
ど
、
押
し
と
ど
め
ら
れ
な

い
平
和
と
社
会
進
歩
の
潮
流
が

発
展
し
て
い
ま
す
。 

 

国
賠
同
盟
は
、
暗
黒
政
治
の

再
来
を
許
さ
ず
、
戦
争
へ
の
道

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
多

く
の
国
民
と
と
も
に
力
を
尽
く

し
ま
す
。 

私
た
ち
国
賠
同
盟
は
、
国
家

の
横
暴
で
何
も
罪
な
い
人
た
ち

が
人
権
も
自
由
も
奪
わ
れ
、
拷

問
、
虐
殺
と
い
う
厳
し
い
中
で

も
そ
の
節
を
曲
げ
ず
戦
っ
た
人

た
ち
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
自

由
と
民
主
主
義
の
原
点
と
し
て

運
動
を
続
け
、
国
家
に
よ
る
横

暴
を
許
さ
な
い
戦
い
と
、
様
々

な
運
動
と
連
帯
し
な
が
ら
進
め

て
き
ま
し
た
。 

あ
の
絶
対
主
義
的
天
皇
制
の

政
治
情
勢
か
ら
大
き
く
変
わ
り
、

私
た
ち
の
運
動
は
大
き
く
前
進

し
ま
し
た
。
市
民
と
野
党
の
共

闘
、
野
党
連
合
に
よ
る
政
権
奪

取
で
自
公
と
補
完
勢
力
に
痛
打

と
な
る
政
治
的
変
化
の
動
き
も

広
が
る
な
ど
、
私
た
ち
国
民
の

運
動
の
前
進
が
あ
り
ま
す
。 
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歴
史
修
正
主
義
者
の
策
動
を

許
さ
ず
、
私
た
ち
の
要
求
と
運

動
が
花
咲
く
社
会
、
戦
争
へ
の

道
で
な
く
国
民
が
主
人
公
と
な

る
社
会
を
作
り
、
倉
岡
愛
穗
さ

ん
、
あ
な
た
が
実
践
し
よ
う
と

し
て
い
た
教
育
、
社
会
の
建
設

に
頑
張
り
ま
す
。 

 

今
、
参
議
院
選
挙
が
近
付
い

て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
で
の
勝

利
前
進
を
誓
い
追
悼
の
言
葉
と

し
ま
す
。 

２
０
２
５
年
４
月
９
日 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
京
都
府
本
部 

会
長 

原
田 

完 

 

聖
戦
裏
寡
婦
は
飢
え
て
姙
り
ぬ

（
平
原
静
塔
）・
戦
争
が
廊
下
の

奥
に
立
っ
て
ゐ
た
（
渡
辺
白
泉
） 

—

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
し
て
の

「
京
大
俳
句
事
件
」—

 

 

１
９
４
０
年
２
月
１
４
日
、

平
畑
虎
次
郎
（
俳
名
・
静
塔
）
が

五
条
署
に
検
挙
さ
れ
、「
京
大
俳

句
」
同
人
１
５
人
が
検
挙
さ
れ

た
。
う
ち
、
平
畑
静
塔
，
波
止
影

夫
、
仁
智
栄
坊
の
三
人
が
懲
役

二
年
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
を

受
け
た
。
犯
罪
事
実
は
１
９
３

５
年
の
「
新
興
俳
壇
の
作
品
の

回
顧
的
展
望
」
に
「
所
詮
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
リ
ア
リ
ズ
ム
に
迄
進
展

す
る
所
が
な
く
、
即
ち
俳
壇
に

階
級
的
な
団
体
運
動
に
ま
で
到

達
し
な
か
た
と
云
う
の
は
、
一

つ
は
世
情
の
し
か
ら
し
め
た
所

で
も
あ
り
短
詩
定
型
の
運
命
で

も
あ
り
、
又
新
興
俳
壇
作
家
の

無
力
に
も
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
記
述
し
た
。
し
か
し
、
予
審
判

事
は
「
新
興
俳
壇
は
階
級
的
運

動
に
迄
進
展
す
べ
き
も
の
な
る

こ
と
を
示
唆
し
た
」
と
静
塔
の

指
導
を
認
定
し
た
。 

し
か
も
、
静
塔
の
実
作
で
あ
る

「
戦
利
砲
寡
婦
と
ぽ
つ
ん
と
市

府
の
暮
」
の
よ
う
に
戦
死
者
遺

家
族
、
特
に
寡
婦
の
寂
し
き
生

活
状
態
な
ど
反
戦
思
想
を
含
意

し
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を

問
題
に
し
て
い
た
。 

俳
句
の
読
み
手
即
ち
一
般
大
衆

の
反
戦
や
厭
戦
を
煽
り
、「
以
て

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
並
び
に
日
本
共

産
党
の
目
的
遂
行
の
た
め
に
す

る
行
為
」
と
自
白
さ
せ
た
の
で

あ
る
。 

「
京
大
俳
句
」
事
件
を
嚆
矢

と
し
て
、「
土
上
」・「
広
場
」・「
生

活
派
」・「
俳
句
生
活
」
な
ど
の
五

俳
句
誌
が
弾
圧
さ
れ
、
全
国
の

新
興
俳
句
運
動
の
検
挙
者
は
４

４
人
に
上
っ
た
。
長
引
く
日
中

戦
争
に
厭
戦
気
分
が
淀
み
、
戦

意
高
揚
を
為
政
者
は
躍
起
に
な

っ
て
い
た
。
厭
戦
気
分
や
反
戦

指
向
を
俳
句
に
託
し
た
と
見
な

し
た
。 

近
代
俳
句
は
正
岡
子
規
に
は

じ
ま
り
、
花
鳥
諷
詠
を
五
・
七
・

五
の
定
型
で
う
た
う
短
詩
形
式

の
文
学
だ
が
、
身
近
な
も
の
を

素
材
と
す
る
伝
統
俳
句
に
た
い

し
て
、
１
９
３
０
年
代
に
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
の
隆
盛
と
共
に
、

そ
の
素
材
を
社
会
的
な
も
の
も

対
象
と
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
新

興
俳
句
運
動
が
起
こ
っ
て
き
た
。

無
季
自
由
律
俳
句
だ
。「
京
大
俳

句
」
は
１
９
３
３
年
に
創
刊
さ

れ
１
９
４
１
年
に
廃
刊
と
な
っ

た
。
滝
川
事
件
や
世
界
文
化
事

件
な
ど
に
並
行
し
て
活
動
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
が
、
静
塔
自

身
は
、
自
由
主
義
を
圧
殺
し
た

「
滝
川
事
件
」
の
小
型
版
に
な

ぞ
ら
え
て
い
た
。 

最
後
に
、
京
大
俳
句
の
創
設

期
の
一
人
、
井
上
隆
證
（
俳
号
・

白
文
地
）
は
、「「
京
大
俳
句
事
件
」

で
は
起
訴
猶
予
処
分
だ
っ
た
が
、

敗
戦
直
前
３
月
に
招
集
さ
れ
た
。

朝
鮮
で
終
戦
を
迎
え
、
シ
ベ
リ

ヤ
抑
留
に
さ
れ
た
。
１
９
４
６
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年
４
月
に
伐
採
作
業
の
役
務
の

途
上
で
消
息
不
明
と
な
っ
た
。

軍
事
教
練
反
対
の
本
音
を
込
め

た
句
と
出
征
の
無
情
を
呪
う
句

を
「
京
大
俳
句
」
は
の
こ
し
て
く

れ
た
。 

〇
我
が
講
義
軍
靴
の
音
に
た
た

か
れ
た
り
（
白
文
地
） 

〇
往
く
人
の 

母
は
埋
も
れ
ぬ 

日
の
丸
に 

 

【
参
考
資
料 

① 

「
検
証 

治
安
維
持
法 

な
ぜ
『
法
の
暴
力
』
が
蔓
延
し
た

の
か
」 

荻
野
富
士
夫 

平
凡
社
新
書 

② 

平
畑
静
塔
俳
論
集
・「
京
大 

俳
句
」
と
「
天
狼
」
の
時
代 

 

沖
積
舎 

③ 

不
屈
（
２
０
２
０
年
９
月
１ 

５
日
）・
日
元
久
勝
氏
の
「
京
大

俳
句
事
件
と
井
上
隆
證
」 

 

府
本
部
副
会
長 

佐
藤
和
夫 

    

京
丹
後
支
部 

 
 

副
支
部
長 

森 

勝 

 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
倉
岡

愛
穗(

く
ら
お
か
・
よ
し
お)

さ

ん
の
第
１
７
回
墓
前
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。(

実
行
委
員
会
主

催) 

 

今
年
は
、
治
安
維
持
法
公
布

１
０
０
年
で
あ
り
、
倉
岡
愛
穗

さ
ん
の
生
誕
１
３
０
年
、「
未
決

の
ま
ま
獄
死
」 
没
後
８
８
年
の

命
日
で
あ
る
４
月
９
日
に
丹
後

町
鞍
内
の
墓
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
墓
地
の
そ
ば
を
流
れ
る
「
宇

川
」
の
堤
防
の
桜
も
満
開
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
墓
前
い
っ
ぱ
い

の
参
加
者(

３
０
人)

で
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
野
広
海
事
務
局
長
の
司

会
・
進
行
で
始
ま
り
、
増
田
光
夫

実
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、「
追

悼
の
こ
と
ば
」
は
、
治
安
維
持
法

国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
の
原
田 

完
会
長
、
日
本
共
産
党
丹
後
地

区
の
田
中
邦
生
委
員
長
、
丹
後

労
働
組
合
総
連
合
の
藤
原
利
昭

議
長(

事
務
局
長
代
読)

、
日
本

共
産
党
国
会
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

遺
族
代
表
挨
拶
で
は
倉
岡
正

二
氏
の
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
親

戚
の
倉
岡
和
美
さ
ん
が
行
い
ま

し
た
。 

 

参
加
者
全
員
が
献
花
を
し
、

最
後
に
白
岩
美
芳
副
実
行
委
員

長
が
閉
会
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

 

現
在
、
署
名
の
到
達
は
、
１
２

１
１
筆
で
５
月
１
５
日
に
向
け

引
き
続
き
取
組
み
を
強
め
ま
す
。 

 

宇
治
洛
南
支
部 

支
部
長 

山
崎 

恭
一 

先
の
総
会
で
京
田
辺
市
な
ど

の
役
員
が
強
化
さ
れ
、
同
盟
の

運
動
が
南
部
各
地
へ
と
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

先
月
ま
で
に
署
名
へ
の
協
力

を
労
働
組
合
や
市
民
団
体
に
申

し
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
京
建

労
宇
治
支
部
か
ら
「
集
ま
っ
て

る
よ
」
と
電
話
が
あ
り
９
４
筆

分
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

治
安
維
持
法
１
０
０
年
と
い

っ
て
も
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
、
世
間
に
知
ら
せ
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
青
年
を
ふ
た
た
び
戦
争
に
送

ら
な
い
」「
祝
園
弾
薬
庫
を
先
制

攻
撃
基
地
に
す
る
な
」
な
ど
の

横
断
幕
を
つ
く
っ
て
、
５
月
に
、

地
域
の
中
心
的
な
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
近
鉄
大
久
保
駅
や
同
志
社
大

生
の
利
用
の
多
い
新
田
辺
駅
で

夕
方
宣
伝
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
弁
士
は
役
員
な
ど
が
リ

レ
ー
で
つ
と
め
、
共
産
党
に
も

国
会
議
員
や
地
方
議
員
の
参
加

を
要
請
し
ま
し
た
。 

支

部

便

り 


